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掲載内容
サワ9テイサニヒスセング灯野二色
作品紹介
・ 2月  月間レクリエーション
フ ト作品紹介
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犬 の 置 物

大 黒 天 の 置 物 平 皿

～陶芸参加利用者様 からの声 ～

下さん  通 所 年 数 7̈年
デイサ ービスに通 い始 めて 7年が経右
ました。職員さんより陶芸はリハビリに

もなるからと勧められたことがきっガ
|すで始 め ました。陶芸 は全 <やった こ
とはなかつたのですが、講師の サポ ー
トもあり、気軽に始めることができまし
た。当初 は簡単 な皿 しか作 れなかつた
ですが、3で はコップや可愛い置物と
か作 れるようにな りました 。毎 週 陶芸
の日が待ち遠しいです。

眩1噺麗睦

目さ ん  通 所 年 数 ¨¬0か 月
幻芸はやつたことがなかつたのですが、「
まじめ は難 しそうだ なと思っていまし
た。ですが講 師に教 えてもらい ながら
できるため、すぐに慣 れることができ
ました。簡単 ではないですがやれば準
るほど、上手 になつている実感 がある
ため 、とて も充 実 してい ます 。とて も
幻芸をするのが楽しみです。

んでした。他の方が作られた作 品

ん
当 初

数・
笙ヨ|こ

通 所 年
は 陶 芸 教

6生再“
マ
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参 マIしカロし用

たヽ ため私も参カロしたいと思
がスタートでした 。やつてみ ると、

創 作 意 叡 がどんどん湧 い

ます 。「次 は 何 を作 ろう、

」と思うことが多<なりました。
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新 年 会 として、「うどんちゅるちゅるゲ ーム」と題してうどんに模した紙を引つ張り、先
|こ食べきつた方が勝ちというゲ ームを行いました。対戦形式にしたため、自熱した勝負
が繰り広げられました。また、新年を祝う獅子舞が登場し、利用者様の厄払い「開運厄除」
を行いました。最後におみ <じを引いていただきました。 轟

2月 の月間レクリエ ーシヨンとして「節分～鬼を倒して福を呼ぶ」と題して鬼のお面に玉を当
てて倒れると福のお面がでるというゲ ームを行いました。鬼や福のお面を利用者様と一緒
に作成したため様々な表情をしたお面が完成しました。

開運ダルマ

毛糸で鬼の髪の毛や服を作り、可愛らしい鬼
のコップです。実用性もありますのでおススメ

不□紙を使用した開運だるまを作りました。
表情豊かなダんマがた<さんできました。

機

です。

鬼 の ベ ン立 て

私 た ち とい っ しょに楽 しい時 間 を過 ご しま しょ う。
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